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技術の概要

３．技術の効果

・通行規制困難箇所やクレーンが届かない箇所、落石防護ネット裏など施工ヤードの狭い場所といった
従来の施工用ジャッキで対応が難しい現場でも、簡易かつ効率的なリフトオフ試験が可能
・従来1～2本／日程度のリフトオフ試験を5～7本／日で実施することができ、調査コストを抑えた残存引
張り力確認の提供が可能

４．技術の適用範囲

・ジャッキ重量14～40kg、ストローク20～50mm、最大試験荷重400～1500kNのラインナップを準備してお
り、様々なアンカーについて人力搬入・設置でリフトオフ試験が可能
・特殊アタッチメントにより、従来リフトオフ試験をあきらめていた余長が短いアンカーにも適用可能

５．活用実績

・国の機関1件（九州0件、九州以外1件）
・自治体9件（九州0件、九州以外1件）
・NEXCOおよび関連機関48件（九州0件、九州以外48件）
・民間28件（九州1件、九州以外27件）

安全・防災 インフラDX 維持管理 環境 コスト 品質 （該当分類に〇を付記）

グラウンドアンカー（以下，アンカー）は、自然斜面や切土のり面等の斜面安定工において広く普及して
いる一方で、古いものでは50年以上が経過しており、抑止機能の低下が懸念されている。老朽化への危
惧、予防保全等の観点から、2008年に土木研究所・日本アンカー協会共著「グラウンドアンカー維持管
理マニュアル(2)」が発刊され、さらに同マニュアルの改訂版(3)が2020年に発刊されてアンカー点検・健
全度調査が定着しつつある。
アンカーの健全度調査は、アンカー頭部の目視点検に加え、リフトオフ試験や荷重計による残存引張り
力の把握が調査の要となるが、従来のリフトオフ試験は施工用大型ジャッキを使用しているため、調査
効率の低さが課題であった。そこで川崎地質では、これらの課題を解決できる小型リフトオフ試験専用
ジャッキ「SAAMシステム」に着目し、日々研究や機器の開発・改良に取り組みながらアンカー健全度調
査の発展に務めている。

SAAMシステム（Sustainable Asset Anchor Maintenance System 旧NETIS登録番号:SK-070009）は、小
型軽量のリフトオフ試験専用ジャッキであり、グラウンドアンカーが施工された切土のり面や自然斜面の
安定性評価ならびに健全度評価に用いるものである。従来のリフトオフ試験では、施工用大型ジャッキ
（重量100kg・ストローク200mm前後）が使用されているため、搬入・設置にクレーンや足場等の大規模な
仮設工が必要であったが、SAAMシステムでは、リフトオフ試験においてジャッキストロークが大きく必要
では無いことに着目し、短～中ストローク（20～50mm）を採用することによってジャッキの軽量化（14～
27kg）を図り、人力運搬・設置が可能なリフトオフ試験を実現させた。

１．技術開発の背景及び契機
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２．技術の内容
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６．写真・図・表


